※　総会へご出席の方は本議案書を必ずご持参下さい。
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◇　日 時　　２０２１年５月２８日（金）

受付　 １３時００分
開始　 １３時３０分
◇　会 場　　長野県松本市梓川倭４２６２－１　

梓水苑大会議室
　        電話　０２６３－７７－５５５０
　　　　　　　　　 　一般社団法人　

長野県損害保険代理業協会

２０２１年度 定時総会次第

日 時　２０２１年５月２８日（金） １３時３０分～１５時００分
場 所　梓水苑　　　　　司　会　　　月岡副会長
1、開会宣言　　　
1、会長挨拶　　　福嶋　利行会長
1、議長選出　

1、議長就任の挨拶

1、総会成立審査報告　　
1、議事録署名人の選出　　

付議事項

　　　第１号議案　2020年度事業報告承認の件

第２号議案　2020年度収支決算および監査報告承認の件
第３号議案　2021年度事業計画案承認の件
第４号議案　2021年度収支予算案承認の件
第５号議案　本総会の決議の主旨に反しない限りその修正を会長に一任
　　　　　　　　　する件
　1、議長退任の挨拶

1、閉会宣言　
　　
第１号議案  ２０２０年度事業報告承認の件　

会　長　福嶋　利行
日本代協目標の《ゴールド三冠達成！》長野代協初
（仲間づくり推進、コンサルティングコース受講者募集、日本代協アカデミーＩＤ登録、「ぼうさい探検隊」マップコンクール参画において）
２０２０年度は新型コロナウイルスの流行により世界中が混乱し、大きな変化の時代の幕開けとなりました。緊急事態宣言下による外出自粛のみならず、感染拡大を抑制するため、人が人と接することを控え、経済も低迷していき、誰もが先の見えないウイルスとの闘いに暗中模索で苦しい状況の中、諸先輩方や荒井前会長の築き上げた長野代協も大きく変化せざるを得ない年となりました。
日本代協コンベンションの延期、会長会議は全てＷＥＢ会議となり長野代協も縮小総会に始まり、各種事業も思うように活動が出来ない一年でしたが、全支部とも工夫を凝らしていく中で、初のＷＥＢセミナーの開催により通常なら会議等に参加が難しい会員の方がセミナーに参加するなど良い面もありました。
しかしながら７月には豪雨災害や震度３程度の地震も数多くあり、会員等の被害は無かったものの、自然災害の脅威と隣り合わせにあることを実感する日々でもありました。

そのような中でも、長野代協の運営に携わってる会員の皆様、並びに損保協会、損害保険会社各社、その他関係者の皆様にご指導・ご協力を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。
さて、今年度の目標に掲げました取り組みにおきまして、
1 組織力の強化としては、会員同士の交流がほぼ出来ない中でＬＩＮＥによる幹事会、理事会、委員会のグループ化を行い、会議は新たにＺｏｏｍを使用し時間の短縮、経費節約という新たな手法を見出すことができました。
2 仲間づくりにおいては、合併などが多く会員数減少の中、専業代理店４４０店、正会員数２１５店、組織率４９．３％となり、日本代協、長野代協の目標である新規会員１０店を達成することができました。
3 募集人の資質向上につきましては、日本代協アカデミーのＰＲのため、日本代協石川教育委員長のセミナーを開催し、その後、全会員の募集人全員登録が決まり、４０ＩＤの目標に対し、今年度は２００ＩＤの登録に至りました。
トータルプランナー登録は目標１６名に対し、２１名（１３１．３％）となりました。
4 ＣＳＲ活動ですが、日本代協主催ＢＣＰセミナーのＷＥＢ開催が可能と
なり、「ぼうさい探検隊」は目標５店に対し５店の登録、その他にも献血活動、交通安全啓発活動の実地。また、信州地震保険・共済加入推進協議会へ参画し、信濃毎日新聞に広告掲載を行いました。
5 適正募集の強化では、不正募集を行っている実態が明らかとなり、火災　　　　　　　
保険不正請求も含め、今後も適正募集に向けての強化が必要不可欠になります。また、お客様にとっての分かりやすさ、利便性の向上、私達代理店にとっての業務効率化の共通化、標準化の検討も引き続き行って参ります。
6 提携事業の見直しとしては、現状を把握し、お客様サービスに繋げて
　参りました。
⑦積極的なＰＲ活動においては、代協パンフレットが完成。日本代協として東日本大震災から１０年が経過したことを踏まえＰＲ動画を作成し、２０１９年１１月の台風１９号による千曲川氾濫を例とし火災保険の必要性と家財の補償の提案を行いました。

以上、この一年を通し長野代協の使命である“損害保険の普及と保険契約者の利益保護を図るため代理店の資質を高め、その業務の適切な運営を確保する”ことができました。コロナ禍により、今後の見通しも曖昧な中ではありますが、このような時こそ保険契約者に寄り添い、安心を与えられる存在であるべきと考えます。今後も皆さまとともに長野代協の使命を全うして参りたいと思います。一年間、大変にありがとうございました。

「日本代協」
	総　会
第１回全国会長懇談会
	 6月16日
	ＷＥＢ会議

	第1回ブロック長会議
	 9月15日
	ＷＥＢ会議

	第２回全国会長懇談会
	 12月8日
	ＷＥＢ会議

	臨時総会

第２回全国会長懇談会
	 3月10日
	ハイブリッド出席型バーチャル総会

	日本代協コンベンション
	
	開催延期

	分科会
	
	同上

	上信越ブロック協議会
	 7月21日
	第1回　千曲市ふれあい情報館

	
	 9月28日
	第2回　ＷＥＢ会議（ＺＯＯＭ）

	
	12月22日
	第3回　ＷＥＢ会議（ＺＯＯＭ）

	
	 3月18日
	第4回　ＷＥＢ会議（ＺＯＯＭ）

	ブロック公開セミナー
	１月19日
	ＺＯＯＭウェビナー
演題：「代理店監査と教育による態勢整備」～顧客本位の新たな保険募集スタイル～
講師：山本　秀樹　氏
　日本代協アドバイザー
日本創倫（株）代表取締役（CEO）
主幹：新潟代協


「長野代協」

	定　時　総　会
	 5月22日
	サンプロアルウィン　松本市
正会員出席者　１５名

欠席者委任状　１７５名　　計１９３名

次の各議案についていずれも原案どおり承認された。

第１号議案　2019年度事業報告承認の件

第２号議案　2019年度収支決算および監査
報告承認の件
第３号議案　定款一部変更の件
第４号議案　役員任期満了に伴う改選の件
第５号議案　2020年度事業計画案承認の件
第６号議案　2020年度収支予算案承認の件
第７号議案　本総会決議の趣旨に反しない限りその修正を会長に一任する件
記念講演  　なし


	幹事会・理事会
	
	下記の通り開催し業務運営に関する重要事項について審議した。

	第1回幹事会
	 7月16日
	

	第2回幹事会
	10月 7日
	

	第3回幹事会
	 1月 9日
	

	第4回幹事会
	 4月 8日
	

	第1回理事会
	 8月5日
	総会決算・日本代協コンベンション参加者推薦

	第2回理事会
	10月23日　
	審議事項なし

	第3回理事会
	 1月28日
	総会計画案、２０２０年度役員人事

	第4回理事会
	 4月16日
	県総会計画
2021年度事業計画/予算承認の件他

	セミナー開催
	１月28日
２月10日
２月17日

2月24日
	東北信合同セミナー（WEB、北信支部主催）
「心のよりどころ」
中信・諏訪支部合同セミナー（WEB）
「関東財務局代理店ヒアリング結果解説」
伊那・飯田支部合同セミナー（WEB）
「デジタル社会化と代理店ビジネスの活路」

ＢＣＰ（事業継続計画）セミナー（WEB）
「日本代協スタンダード版BCP策定の解説」


2020年度仲間づくり
○長野代協は2019年度末２１５店に対して2020年度末２１５店であった。
「代申保険会社別」増減は下記の通り。
増加）１店増：東京海上日動
減少）３店減：あいおいニッセイ同和、
　　　
	
	県代協
	北信支部
	東信支部
	中信支部
	諏訪支部
	伊那支部
	飯田支部

	2019年度
	215
	65
	38
	38
	38
	18
	18

	入会員
	１０
	３
	２
	４
	０
	０
	１

	退会員
	１０
	１
	３
	２
	１
	１
	２

	2020年度
	２１５
	６７
	３７
	４０
	３７
	１７
	１７

	増  減
	０
	２
	－１
	２
	－１
	－１
	－１


	会員数の推移
	
	
	
	
	
	

	
	県代協
	北信支部
	東信支部
	中信支部
	諏訪支部
	伊那支部
	飯田支部

	2014年度末
	224
	62
	37
	46
	40
	20
	19

	増減
	-4
	-2
	0
	-4
	2
	-1
	1

	2015年度末
	235
	66
	39
	46
	42
	21
	21

	増減
	11
	4
	2
	0
	2
	1
	2

	2016年度末
	236
	69
	39
	44
	43
	21
	20

	増減
	1
	3
	0
	-2
	1
	0
	-1

	2017年度末
	234
	68
	41
	44
	43
	18
	20

	増減
	-2
	-1
	2
	0
	0
	-3
	0

	2018年度末
	221
	66
	40
	39
	40
	18
	18

	増減
	-13
	-2
	-1
	-5
	-3
	0
	-2

	2019年度末
	215
	65
	38
	38
	38
	18
	18

	増減
	-6
	-1
	-2
	-1
	-2
	0
	0

	2020年度末
	２１５
	６７
	３７
	４０
	３７
	１７
	１７

	増減
	０
	２
	－１
	２
	－１
	－１
	－１


2020年度提携事業収入状況
	提　携　事　業
	事　業　収　入
	前　年　比

	自動車修理事業
	　372,769
	100％

	レンタカー事業
	1,105,595
	  68％

	　宅配便・溶解事業
	76,496
	121％

	ガソリン事業
	 43,395
	 71％

	事故車買取事業
	 60,000
	90％

	　自動車リース事業
	33,000　　　
	　100％

	合　　　　計
	1,691,255
	　 76％


自動販売機設置紹介事業、国民年金基金取次事業は実績なし
「2020年度 支部事業報告」
北信支部長　上林　義信
本年度は、支部の基本活動として、損害保険大学課程受講者募集、仲間づくり推進活動、社会奉仕活動を実施した。また、東北信合同セミナーをオンライン開催、善光寺代表役員寺務総長の若麻績氏より「心のよりどころ」をテーマにご講演を頂いた。

支部役員会は計8回開催（Webex Meetによるオンライン開催含）をした。全ての支部活動は継続性が大切であり、特に社会奉仕活動はその最たるものである。来年度もコロナ感染対策をしっかりとおこない、継続性のある事業展開を図り、充実した支部活動にしたいと考える。

	　月　日
	事　業　活　動

	５月２２日
	長野代協総会、第１回県理事会

	６月２６日
	第１回支部役員会

	８月　５日
	第２回県理事会

	８月　７日
	第２回支部役員会

	８月　７日
	献血活動（長野献血ルーム）

	９月１８日
	第３回支部役員会

	１０月　８日
	第４回支部役員会（オンライン）

	１１月　６日
	第５回支部役員会

	１２月　３日
	第６回支部役員会（オンライン）

	１月２１日
	第７回支部役員会（オンライン）

	１月２６日
	第３回県理事会

	　１月２８日
	東北信合同セミナー　開催（北信支部主催）　
「心のよりどころ」講師　EQ \* jc2 \* "Font:HG正楷書体-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わか),若)

EQ \* jc2 \* "Font:HG正楷書体-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おみ),麻績)　EQ \* jc2 \* "Font:HG正楷書体-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかのり),享則)　氏　

	　２月１０日
	第８回支部役員会（オンライン）

	　３月１０日
	北信支部定時総会　開催


支部長　町田　文徳
　
２０２０年度より東信支部長を拝命し早一年が経とうとしております。皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。
さて、新型コロナウイルスの感染拡大で、代理店協会の活動自粛はもとより、代理店自身の対応も災害想定だけのBCPだけではなくウイルス感染対策等も必須として、再考しなければならなくなった。学校閉鎖の際の従業員の在宅勤務や非対面での早期更改手続き（電話募集によるテレワ－ク対応）など新型ウイルス感染症対応マニュアル等の整備も不可欠となっている。そのような中で、どのように代協活動を行っていくか難しいものではあったが、役員の皆様に協力頂き、1年活動することができた。
組織活動については、具体的な代協活動、代理店賠償責任保険の提供など一定の理解を頂いてはいるものの、昨今の合併・統廃合や、主な専業・兼業代理店様への入会アプローチが一巡していることもあり、仲間づくりは苦戦しているのが現状の中、本年度に関しては２店の仲間を増やすことができた。地道な活動が実を結んだと思う。
代協の目的は
・損害保険の普及と保険契約者及び一般消費者の利益保護
・損害保険代理店の資質向上
・損害保険事業の健全な発展への寄与
・幅広く社会に貢献するための活動
となっている。保険代理店という同じ立場として、変化に対応し、互いに情報共有できる場であるということをお伝えすることも重要と考える。
仲間づくりは会員の皆様、保険会社の協力が不可欠なので、紹介等含め引き続き宜しくお願い致します。
コンサルティングコース受講者は今年度、目標人数を達成することができた。次年度は新入会員や、取得していない募集人のいる代理店に推進ご協力いただきたいと思っている。
社会貢献活動の一環として、献血活動を例年通り行い多くの方にご参加頂きました。恥ずかしながら私も初めて経験した。更に普段会議で多く使用しているサンテラスホール周辺のゴミ拾いもした。昨年新たに購入した東信支部のジャンバー初披露の場であった。
「ぼうさい探検隊」を佐久で行った。子どもたちが楽しみながら、まちにある防災・防犯・交通安全に関する施設や設備等を見て回り、マップにまとめる実践的な安全教育プログラムであり、参加者は楽しまれていた。
不適切募集については、不公正な競争を排除する取り組みを進めている。他の商品との抱き合わせ販売、不当な契約乗換え等、消費者が不利益を被っている事案がないか、継続的にモニタリングを実施し、法律等の制度やルールに及ぶ問題であれば、保険会社や行政に対して情報提供を行なっている。こちらについては通年の取り組みであるので、皆様から情報をお願いしたい。
全ての支部活動は継続性が大切であるが、コロナ禍にあって、どうしても役員中心になってしまい、一般会員様の参加ができる企画が組めない状況が多く大きなと課題だと思う。WEBの利用など支部活動をより魅力的なもの、そして参加できる場、参加したいと思われる場を提供にすることにより、仲間づくりと資質向上へ繋げていきたい。
＜２０２０年度事業報告＞
２０２０年
７月１６日　幹事会
８月　５日　第２回県理事会
８月　７日　第１回東信支部役員会（東御市文化会館サンテラスホール）
９月１５日　第２回東信支部役員会（東御市文化会館サンテラスホール）
１０月１５日　ＣＳＲ活動　ぼうさい探検隊（佐久市上野防災探検隊）
１０月２３日　第３回県理事会
１０月２７日　第３回東信支部役員会（東御市文化会館サンテラスホール）
１０月２７日　ＣＳＲ活動　東御市文化会館サンテラスホール周辺清掃
２０２１年
　　１月１９日　上信越ブロックセミナー「代理店監査と教育研修による体制整備」
　　１月２６日　第4回県理事会

１月２８日　第４回東信支部役員会（東御市文化会館サンテラスホール）
　　　　　　東北信合同セミナー　（心のよりどころ　WEBにて）

２月 ８日　中信・諏訪支部合同セミナー「関東財務局、代理店ヒアリング　結果解説オンラインセミナー」
２月２４日　日本損害保険代理業協会BCPオンラインセミナー
２月２４日　ＣＳＲ活動　　献血活動（上田市丸子保健センター）
３月１０日　東信支部定時総会（東御市文化会館サンテラスホール）
中信支部長　高木　守
　
本年度は、コロナ禍でのスタートとなり、例年とは全く異なる状況下での取組となった。役員交代も行われ新しい体制のもと、より会員のみなさまに魅力ある中信支部になることを目指しながら、活動してきた。

本年度も公開セミナーは、諏訪支部合同で開催した。テーマは「関東財務局代理店ヒアリング結果解説」と題して、日本代協専務理事　野元　敏昭　様に講師を依頼し、初めてオンラインセミナー方式で開催した。
中信支部、諏訪支部会員のみならず、県内の会員代理店や保険会社社員も、多数参加いただく事が出来、今後の代理店経営を考えていく上で大切な事を多く学べたセミナーになった。

仲間づくりに関しては、新しく3店の代理店さんが入会した。今後も保険代理店業界がより良く発展していくためにも、多くの代理店の方に仲間になっていただく事が重要である。様々な取組情報の発信、会員向けに提供されている制度等を保険会社様にもより知っていただく機会を設けていき、代協会員である事が保険代理店のミニマムスタンダードという事を保険会社社員の皆さんに伝えながら、仲間づくりに取り組んでいく。

ぼうさい探検隊は、コロナ禍の中でも実施することが出来た。近年災害や犯罪等も増えている中、自分たちが生活している場所について、詳しく知る事は大切な取組であり、来年度も取組方法等を検討しながら行っていく。
最後に本年度事業は、人が集まっての活動がほぼ無く、今まで活発だった代協活動が盛り下がるのではないかとの危機感があった1年であった。
ただ、新しい取り組みをスタート出来た年でもありました。活動方法は今までと少しずつ変化していくとは思いうが、より中信支部の活動が魅力あるものになるよう取り組み、多くの仲間の会員さんと魅力ある保険代理店作りを語り合える場所になれるよう、来年度も引き続き活動を行っていく。
	月　日
	事　業　活　動

	５月２２日
	県代協定時総会　５名　サンプロアルウィン

	７月２９日
	第１回支部役員会　７名　事務局

	８月２８日
	第２回支部役員会　７名　事務局

	　１０月６日
	第３回支部役員会　９名　事務局

	１０月２７日
	第４回支部役員会　１１名　深志荘　

	１１月２０日
	第５回支部役員会・第１回公開セミナー実行委員会　８名
事務局

	１月　１０日
	第６回支部役員会・第２回公開セミナー実行委員会　８名
ZOOM

	２月４日
	第７回支部役員会・第３回公開セミナー実行委員会　１１名
ZOOM

	２/8～3/31
	中信支部献血活動（3/15日現在５名）松本献血ルーム

	２月１０日
	中信・諏訪合同公開セミナー（受講人数９４名）ZOOM

	３月２３日
	第７回支部役員会　８名

	３月１９日
	中信支部定時総会・新入会員オリエンテーション
松本駅前会館


諏訪支部長　村松　信幸
　２０２０年は今まで経験したことのない激動の年、変革を余儀なくされた年であった。
新型コロナウィルスの猛威は各国で多くの死者・感染者を出し、地球温暖化による気象変化は大規模災害を引き起こした。
日本国内においても感染拡大防止のため、例年行われていた各種行事が中止なり、様々な活動に制限を加えざるを得なくされた。
今ほど私たち保険代理店とって、その使命を果たすため自律と自立、成長と変革が求められている時はないと実感している。
今年度、私ども長野県損害保険代理業協会諏訪支部も会員のみなさまのご理解とご支援の下、様々な制約のある中、代協活動を推進してきた。
諏訪支部の役員会も第１回はリアル開催したが、第２回目以降はＷＥＢ開催とさせていただき、感染拡大防止に努めてきた。
長野代協の幹事会・理事会また各種セミナーもｗｅｂを活用しました。
今年度の諏訪支部総会もＷＥＢで行うので皆様にはご理解の程、宜しくお願い申し上げます。
２０２０年度諏訪支部総会を迎えるにあたり、まずは、会員のみなさまのご協力・ご支援に心よりの感謝を申し上げます。
代協活動を実施するなかで改めて気づかされたのは『つながりの大切さ』でる。
２０２１年度も皆様との「つながり」を大切に、保険代理店の資質の向上と更なる成長のため、邁進していきますので、長野代協諏訪支部の活動にご理解とご参加、ご支援を賜りますよう、今後ともよろしくお願い申し上げます。
	6月10日
	第１回諏訪支部役員会
	東京海上日動諏訪支社
会議室

	7月14日
7月16日
	夏季献血活動
	長野県赤十字献血センター
諏訪出張所

	7月22日
	夏の全国交通安全運動
	茅野警察署

	8月27日
	第2回諏訪支部役員会
	WEB

	9月23日
	秋の全国交通安全運動
	茅野警察署

	10月 9日
	ぼうさい探検隊
	朝倉様ご家族

	10月22日
	第3回諏訪支部役員会
	WEB

	11月15日
	新聞広告掲載
	長野日報

	11月17日
11月19日
	秋季献血活動
	長野県赤十字献血センター
諏訪出張所

	12月15日
	年末全国交通安全運動
	茅野警察署

	 2月10日
	中信・諏訪合同セミナー
	ＷＥＢ

	 3月10日
	諏訪支部総会
	ＷＥＢ


伊那支部長　　大久保　照子
社会貢献活動としては「どんぐり祭り」へ参加した。例年とは違う形になり手探りの中であったが会員の協力を得、伊那養護学校の皆さんに喜んでいただくことができた。
また、「献血活動」を数年ぶりに復活、参加者より継続を希望する声をいただいた。「ぼうさい探検隊」は損保ジャパンの井手上支社長のご協力を得て実施することができた。組織活動は残念ながら１代理店の脱退、新規加入は目標達成できなかった。
南信合同セミナーを伊那支部主催でオンラインにて開催した。広報活動として地域の方々へ私共の活動について認知および理解を賜るよう例年通り９月に長野日報に広告を掲載した。どんぐり祭り、献血活動もその都度長野日報で記事にしていただいた。また、会員が顔を合わせる機会を作れなかったのを補うために支部だよりを発行した。
４月よりコロナなど変則的な活動の始まりであり制約がある中で、役員をはじめ多くの会員のご協力のもと、会員相互の交流ができたこと、行事が行えたことに感謝いたします。
	月　日
	事　業　活　動

	５月２２日
	長野代協定時総会・第１回理事会（書面決議）

	６月２４日
	第１回伊那支部三役会

	７月１４日
	第１回伊那支部役員会

	８月　５日
	長野代協 第２回理事会

	９月　　　
	ぼうさい探検隊（損保ジャパン　井出上支社長さま）

	９月２１日
	長野日報　広告掲載

	９月２８日
	どんぐり祭り　準備

	１０月　５日
	どんぐり祭り（伊那養護学校）

	１０月２３日
	長野代協 第３回理事会

	１月２５日
	献血活動

	１月２６日
	長野代協 第４回理事会

	２月１７日
	南信合同セミナー（Web開催　小牧講師）伊那支部主催


	２月２５日
	第２回伊那支部役員会

	３月１０日
	第２回伊那支部三役会

	３月１７日
	伊那支部定期総会


飯田支部長　角野　貴弘　
２０２０年度は、仲間づくりの取り組みで、目標の1店を達成した。
しかしながら、コロナ架の中で、例年取り組みしている社会貢献活動は残念ながら計画通りできなかった。
	月　日
	事　業　活　動

	５月２２日
	県代協総会（アルウィン）

	８月５日
	理事会・役員会

	９月２８日
	支部役員会

	１０月８日
	支部役員会

	１０月２３日
	理事会

	１月２６日
	理事会

	２月１７日
	伊那飯田支部合同セミナー

	３月２３日
	飯田支部定時総会


「2020年度 委員会活動報告」

組織委員長　　山口　哲也
1. 仲間づくり推進活動について
２０２０年度目標数　入会 １０店
	
	県合計
	北信
	東信
	中信
	諏訪
	伊那
	飯田

	入会数
	１０
	３
	２
	４
	０
	0
	１

	退会数
	１０
	１
	３
	２
	１
	１
	２

	純増数
	０
	２
	－１
	２
	－１
	－１
	―１


２０２０年度集計　入会１０店　　退会１０店　　増減０店
［活動総括］
　仲間づくり活動は代協活性化の基本であるとの思いから、本年度も各支部組織委員長、支部長とともに各支部活動を中心に仲間づくり推進活動を行った。
本年度は理事会メンバーが変わったタイミングでもあったため、コロナ禍ではあったが、各保険会社県内支店を会長・副会長とともに訪問し、代協加入のメリットの説明と未加入代理店の紹介依頼を行った。
退会を考慮しない入会ベースでの取り組みであり、入会目標を達成することはできたが、同数の退会もあり、全会員数の増減については変動がなかった。
　　　　　　教育委員長　古瀬智恵美
今年度の教育委員会では、コンサルティングコースの受講者募集・コンサルティングコースのセミナー運営・日本代協アカデミーの情宣を3本柱として活動した。
コンサルティングコース受講者募集については16名の件の目標受講者数年、各支部での未受講会員やそのスタッフへの呼び方を行った。今年度はコロナ禍という事もあり、保険会社への募集ツールの持ち込みや会員事務所の訪問が難しい中での活動となったが、21名の申込を確認し目標達成が出来た。
　コンサルティングコースセミナー運営もやはりコロナの影響を大いに受け、例年であれば7月開催・11月開催となる所が中々開催の目途が付かなかったが、第２波、第３波の合間の11月12日と11月17日に、教育委員及び北信支部の協力を得て、感染対策徹底の上、無事開催となった。
　日本代協アカデミーについては、10月27日に日本代協教育委員長の石川理事を講師に招き、保険代理店における募集人教育の重要性についてのウェビナーを行い、代理店での活用事例の紹介なども絡めた。また長野代協の全会員が「従業員・募集人の教育・管理・指導」の体制整備を確実に行い、保険業務のサービス向上に努め、ご契約者・消費者に信頼される保険代理店として活躍していける様、日本代協アカデミー推進事業計画を立て、その第一弾としてアカデミーの利用者一括登録を行った。
総務広報委員長　八木　弘雄

総務広報委員会では、今年度は新型コロナウイルスの影響により活動が制限される中、各支部以下の事業及び支部役員会・定時総会等ホームページに掲載する。長野代協パンフレットの作成（新年度より使用可能）。
日本代協YouTube「2021日本代協イメージ動画」作成。（福嶋会長出演）
	月　日
	事　業　活　動

	７月１４日
	諏訪支部「夏季献血活動」

	７月２２日
	諏訪支部「夏の全国交通安全やまびこ運動」街頭啓発活動

	１０月　９日
	諏訪支部「ぼうさい探検隊」活動

	１０月１５日
	東信支部「東信ジャーナルへ広告掲載」

	１０月１８日
	東信支部「ぼうさい探検隊」活動

	１１月１５日
	諏訪支部「長野日報・市民新聞へ広告掲載」

	１１月１７日
	諏訪支部「秋季献血活動」

	１月２５日
	伊那支部「冬季献血活動」

	２月１０日
	中信・諏訪支部「合同セミナー」

	２月２４日
	東信支部「冬季献血活動」


企画環境委員長　宮澤　弘樹
１．募集環境整備に関する調査と対応（不適正・不公正な募集実態など）
各支部委員を通じて、会員に対し不公正な募集実態に関する情報提供をお願いした。期末現在での報告は累計で３件であった。情報はブロック協議会に報告を行った。
２．ディーラーおよび銀行窓販対策用注意喚起チラシの活用推進
対策用注意喚起チラシを長野代協ＨＰに掲載し、各支部委員を通じて活用をお願いした。
３．代理店賠償責任保険の加入推進及び代理店賠責セミナーの実施
今年度から当委員会の諮問事項から外れたため実施せず。
４．消費者団体との対話活動推進
　　消費者センターに所属する消費生活相談員を対象として研修会の開催を打診したが、コロナの影響で開催を断念せざるをえない状況であった。オンラインセミナーも開催可能であることを伝えたが、ターゲット層は高齢の方が多いとのことで、オンラインセミナーの開催も断念した。
　　保険金請求事務代行業者の情報が入るようになり、理事会や委員メンバーに情報提供を依頼した。日本代協の顧問弁護士の見解では、事務代行自体に違法性はないとの見解であったが、不当に高額な手数料を提示する業者もあり、全国的に増加傾向にあることが確認できたため、消費生活トラブル事案として長野県くらし安全・消費生活課に情報提供した。のちにこの内容は新聞報道もされ、啓発活動につながったと思われる。
尚、今年度の委員会活動についてはコロナ対策のため、メーリングリストを活用して活動を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＳＲ委員長　　　桐島　航平
1. ぼうさい探検隊活動

２０２０年度はコロナ禍ということもあり、当初はできるかどうか不安があ
ったが、人数を抑えて各支部で活動を行い５団体に参加して頂くことが出来
た。毎年、各支部１団体以上を目標にしているので、次年度も多くの団体の参加に期待したい。

2. 子ども１１０番の保険代理店

新たに４店（２０営業所）追加登録し、累計１０１店（登録率：約４６．９％）となった。まだ未登録の会員もあるので引き続き登録募集をしたい。

3. 全国統一事業

無保険車追放運動（北信支部）及び地震保険普及運動（諏訪支部）は、新型コロナウイルスの影響もあり駅前等での啓発は中止とし、担当支部会員を通じて配布した。
4. 献血活動・清掃活動・交通安全運動・各種ボランティア活動

支部により中止になった活動もあったが、献血や清掃活動は概ねやることができた。交通安全運動は支部長のみ参加とするなど、人数を抑えて参加となった。
5．ＢＣＰの推進
　ＢＣＰセミナーは、ワークショップもあるので本来は集合研修としたかったが、新型コロナウイルスの影響でＷＥＢセミナーとし、２月にＢＣＰオンラインセミナーを開催した（４３名参加。講師：粕谷智氏）
	月　日
	事　業　活　動

	８月５日
	第１回ＣＳＲ委員会（松本市梓水苑）

	８月～１０月
	各支部にて「ぼうさい探検隊」実施

	９月
	無保険車追放キャンペーン（北信支部）
→街頭配布を中止し会員を通じて配布

	９月～１０月
	子ども１１０番の保険代理店登録募集

	１０月
	地震保険普及キャンペーン（諏訪支部）
→街頭配布を中止し会員を通じて配布

	２月１０日
	第２回ＣＳＲ委員会（ＷＥＢ）

	２月２４日
	ＢＣＰオンラインセミナー

	通年
	各支部にて献血活動・清掃活動・交通安全運動・各種ボランティア活動等


事業見直し特別委員長　月岡　信
1. 提携事業者様からの意見、要望を踏まえ、提携事業の実態分析を行い、
今後の事業の在り方を検討する。→
提携事業者様と直接意見を聞く事が出来なかったが、各支部、各保険会社の実態や状況は把握する事が出来た。　
2. 提携事業をより多くの会員の方に認識して頂くとともに、より利用しやすい
方策及び新たな事業を検討する。
（国民年金基金取次業務推進、弁護士、司法書士、行政書士等との連携）→
特に会員向けに提携事業を知って頂く方策は実施出来ず。修理提携事業に関しての受付方法を検討した。
3. 会員のお客様向けサービスの検討
（飲食店、修理工場、運転代行等のサービス）→
委員会の中で、委員長としての構想を発信した。
4.総務広報委員会と連携をし、ＨＰを活用した長野代協の認知度向上→
　具体的な連携は出来ず。
今年度より、各支部から委員会メンバーを選出していただき、上記の事業計画をもとに、委員会を実施いたしました。委員会メンバーの選出が遅れたこともあり、ほとんど委員会が開催されず、事業計画通りすすめる事が出来なかった。
来年度は定期的に委員会を開催し、会員の皆様に有効な提携事業を提供できるようにしていきたい。
第２号議案　2020年度収支決算および監査報告承認の件
　　　　　
1 決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　常務理事 　片桐　幸弘
　　　　　　
　○正味財産増減計算書　　
　　　　　　
　○貸借対照表　　　　　　
　　　　　　
2 　監査報告　　     　                　    監   事 　吉江　　孝






第３号議案　２０２１年度事業計画案承認の件（福嶋会長一括提案）
会長　福嶋　利行

スローガン

“NAGANO-DAIKYO to create the future with a smile”

“笑顔で未来を創造する長野代協” 

本年度も新型コロナウイルスによる影響を受け、意のままに活動することが困難に思われます。
そのような時こそ、今出来る事、やれる事を常に考え、新たな発想や行動で活動に取り組み、「転禍為福」として参りたいと思います。
前年に引き続き第１７代会長として重責を全う出来るよう幹事会、理事会の皆様方と力を合わせ頑張って参ります。今後ともご指導、ご協力を賜わりますよう心よりお願い申し上げます。
長野代協の最大の使命は“損害保険の普及と保険契約者の利益保護を図るため代理店の資質を高め、その業務の適切な運営を確保する”ことです。

そのために以下の通りの計画を実践します。

＜組織力の強化＞　

会員同士、保険会社との交流やセミナーの開催などによる支部活動の活性化。
＜仲間づくり（魅力ある代協）＞目標１０店
長野県の地震保険・共済加入促進協議会推進。自転車条例による賠償保険の推進や県警、行政との交流、損保協会との連携によりステータスの向上。
＜募集人の資質向上＞　

日本代協アカデミーの登録。トータルプランナーへの取り組み、勉強会の開催。

＜ＣＳＲ活動＞　

高校生への出前講座、ぼうさい探検隊の推進、高齢者交通事故防止・防災勉強会開催。
＜適正募集の強化＞　

不正募集調査、販売環境整備、会員の事業継続計画ＢＣＰ策定と『事業継続力強化計画』の認定　推進。

業界の共通化・標準化に向けた検討。
＜提携事業の見直し＞　

会員やお客様へのメリットを検討。
＜積極的なＰＲ活動＞　

ホームページやリーフレット、マスコミの活用、シニア会も幅広く活躍。
１年を振り返り、優秀支部、委員会の表彰を行います。

本年も日本代協の三冠王を一丸となって目指しましょう！！
「日本代協」

	総　会・全国会長懇談会
セミナー（予定）
同上懇談会
	6月11日
	リアル損保会館又はWEB出席型
未定

	第1回ブロック長懇談会
セミナー
同上懇談会
	9月10日
	損保会館　
会場　未定

	日本代協コンベンション
	11月5日
	ホテルグランドニッコー東京台場 

	同上分科会
	11月6日
	損保会館、ホテルジュラク他

	第２回ブロック長懇談会
セミナー、同上懇談会
	12月16日
	損保会館　
会場　未定

	上信越ブロック協議会
　第1回
	6月24日
	長野代協担当　年４回開催予定
会場：千曲市市民交流センター
ハイブリッド型

	ブロック人材育成研修会
	未定
	群馬代協担当　（前倒し開催）

	ブロック公開セミナー
	未定
	長野代協担当

	臨時総会・全国会長懇談会
	3月
	損保会館


「長野代協」

	1. 定時総会　５月２８日　梓水苑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１号議案　2020年度事業報告承認の件
第２号議案　2020年度収支決算および監査報告承認の件

　第3号議案　2021年度事業計画案承認の件
　　　　　　第4号議案　2021年度収支予算案承認の件
　　　　　　第５号議案　本総会の決議の主旨に反しない限りその修正を会長に一任する件

2.理事会　四半期毎に開催
3.幹事会　理事会開催の半月前を目途に開催
4.提携事業者懇談会　自動車修理業者が各支部で開催する交流会等に参加


「2021年度 支部事業計画」
北信支部長　上林　義信
支部活動は委員会活動とリンクさせ、積極的な支部活動を目指す。

１．組織拡大のため、支部を挙げて仲間づくり活動を継続する。

２．ＣＳＲ活動への積極的な取り組みを行う。

３．ぼうさい探検隊の普及推進を行う。

４．損害保険大学課程の募集推進を行う。

５．地震保険・共済加入促進キャンペーンへの参画をする。

６．東北信合同セミナーを開催する。

７．メディアへの広告宣伝活動を行う。

８．会員のご理解、ご協力のもと提携事業の利用促進を図る。

９．新入会員のオリエンテーションを実施する。
東信支部長　町田　文徳
基本方針

1． コロナの状況を見ながら保険会社との意見交換会や懇談会を増やし仲間づくりに力をいれる。
2． コロナ禍においても行えるセミナーを会員様向けに実施する。

3． 社会貢献活動を行い代協の存在、保険代理店の存在をアピールする。
4． 東北信合同セミナーを開催する。
5． 日本代協アカデミーの推進活動を行う。

２０２１年　５月　長野県代協定時総会

　　　　　  ８月　ぼうさい探検隊　　　 　 
９月　SDGs持続可能な開発目標関連セミナー
　　 　　 １０月　東信ジャーナル広告掲載（予定）

　　　　　　　　地域の清掃活動（予定）

　　  　　１１月　東北信合同セミナー（東信支部主催）

２０２２年　３月　長野県東信支部定時総会
中信支部長　高木　守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. 支部活動の情報発信をより行い、役員以外の会員が参加したくなる、代理店経営に役立つ魅力ある代協活動を実施する。
2. 一般の方が参加する公開セミナーを実施し、代協の存在を知ってもらい、会員の資質向上及び新入会員の仲間づくりの足掛かりとする。
3. 提携事業の積極的な利用を促進し、利用率向上に努める。
4. CSR活動に役員以外も積極的に参加するような取り組みを行い、マスコミなどを使い、代協の活動を知ってもらう。
5. 会員の純増を目指す。
教育委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　湯本　遼太　　　　　　　　　　　　　　
1． 損害保険大学課程の募集
専門コース、コンサルティングコース受講者の募集促進。代協会員、非会員、保険会社にアプローチを行う。
2． 損害保険大学課程　コンサルティングコースセミナー　運営フォロー
3． 日本代協アカデミーの普及活動
一括登録へのフォローを引き続き行う
ＣＳＲ委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　小山　泰
　　　交通安全街頭活動
例年同様、街頭活動に参加をする。（春はコロナにより参加不可）
役員以外の参加者も募り、大勢で交通安全をアピールしたい。
1． 献血ボランティア活動
事前の告知に留意し、会員の社会貢献意識を高め、更なる協力者が増える活動を実施する。
2． ぼうさい探検隊活動
より多くの団体にご参加頂き、地域の子供たちの防災教育に貢献していきたい。
総務・広報委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　八木　弘雄
1． 支部活動の記録（代協ホームページへアップ）
2． 支部会員へ役員会議事録をメールにて送信
組織委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　宮下　亨
代協活動の活性化を図っていく為に、仲間づくりを進め、支部活動の活性化にもつなげていく活動を行う。コロナ禍でもあり、全体的に活動を工夫しなければならない。
１．　仲間づくり活動
・新規会員獲得については、支部役員、会員さんに協力していただき、目標をクリア出来るように取り組む。そのための見込代理店情報や以前見込先であった代理店さんへ、引き続き情報提供等を行っていく。
・保険会社社員さんとの交流機会を設け、代協活動についてもっと知っていただく活動を行い仲間づくり活動につなげていく。
２．　会員の資質向上
・会員の資質向上とレベルアップのため、会員同士の交流の場を設けてい
きたい。
3． 提携事業
・提携事業推進の為、会員の方には提携事業の最新情報を提供し、新入会員、新規会員見込の代理店さんにも代協会員加入メリットの一つとして、情報を伝えていく。
４．　代理店賠償責任保険
　　・代理店賠償責任保険の加入１００％を目指す。代理店賠償事故の把握。
企画環境委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　岡村　公靖　　　　　　　　　　　　　　
１．　「活力ある代理店制度等研究会」への意見・上申
２．　日本代協からの不正募集調査依頼の実施
３．　競合チャンネルの販売方法の情報収集、問題点提起など
セミナー実行委員会
１．公開セミナーの実施
諏訪支部長　村松　信幸
２０２１年度諏訪支部の代協活動は、引き続き新型コロナ感染拡大防止の観点から、ＷＥＢ等の活用を推進していきたいと考えております。
その上で、以下の事業計画とする。
仲間づくりの推進
　１．会員のみなさまの資質向上を支援サポートする事業。
『日本代協アカデミー』の活用を推進する。
　　『日本代協アカデミー』は日本代協が保険代理店の募集人教育のために開発したコンテンツである。
このコンテンツを会員のみなさまが利用して、代理店の資質向上に役立てられるよう、利用方法・活用事例をお伝えしていく。
さらに代理店にとって有益な情報を提供していきたいと考えており、長野代協の委員会・他支部と連携してＷＥＢセミナーの開催も計画している。
　２．長野代協に加盟されていない保険代理店を営む皆様への情報発信。
　　保険業法改正以後、保険代理店に求められる自律と自立は私たちの大きな責務である。中小企業・個人事業である私たちには確かな情報と具体的な取り組みが必要である。代協に加盟されていない代理店の皆様・代協活動にご参加されていない皆様にも同じ使命を担う保険代理店の仲間として確かな情報をお届けしたいと考えている。
　　上記のＷＥＢセミナーや社会貢献活動を通じて代理店同士の「つながり」を図っていく。
社会貢献活動（ＣＳＲ活動）
1． 献血活動
　　新型コロナの影響で全国の献血活動が縮小し、必要血液の不足が報じられている。
　　諏訪支部では１０年以上、会員のみなさま、保険会社の社員のみなさまのご協力を賜り、献血活動を推進してきている。
　　２０２１年度も新型コロナの感染拡大防止に配慮しながら、確かな社会貢献である献血活動を行いたいと考えている。　　
　２．交通安全運動
　　諏訪支部では茅野警察署における「交通安全運動」に参加しており、２０２１年度も積極的に参加していきたい。
3． ぼうさい探検隊
　　『ぼうさい探検隊』は国土交通省が推奨する小学生を対象とした「ハザードマップ」づくりを通じて防災教育を行う事業である。
　　２０２１年度も新型コロナの感染拡大防止に配慮しながら、推進していきたい。
募集環境の改善活動
1． 不適正・不公正な募集行為の調査・報告
　　保険業界として不適正・不公正な募集行為を発見の際には、企画環境委員会に報告していく。
　２．消費者の皆様への注意喚起
　　消費者の皆様に、上記の不適正・不公正な募集行為に加えて、保険金請求代行業者等の行為にチラシ等を活用し、注意喚起を行う。
広報活動
　１．新聞広告掲載
代協会員のみなさま・保険会社にご協力をいただき、例年行っている新聞広告の掲載を２０２１年度も行いたいと考えている。
2． 長野代協ＨＰに活動を掲載
　　諏訪支部の代協活動を長野代協ＨＰに掲載していく。
伊那支部長　　大久保照子

1．総会・役員会の開催
２．会員相互の交流を深める
３．会員数を維持し、更に増員をすすめる
４．セミナー、勉強会などへの積極的な参加
５．各委員会の活動を進める
６．CSR活動の推進
７．県代協などの主催する事業への参加協力
飯田支部長　角野　貴弘
１．役員会（四半期毎）　　　
２．ＣＳＲ活動の推進
・桜並木清掃活動、救急救命講習受講、エコキャップ、アルミ缶収集・寄付、ぼうさい探検隊実施
３．全員参加の積極的な仲間づくり活動
４．会員相互の交流
５．伊那支部との合同セミナーの開催
　　・今年度は飯田支部が幹事
６．損害保険トータルプランナー受講の推進
「2021年度委員会 事業計画」
組織委員長　山口　哲也
1. 仲間づくり推進活動について
２０２１年度の仲間づくり推進活動について、日本代協による目標設定のガイドラインを参考に、長野代協として新規会員数目標を１０会員とする。
各支部の目標数については、以下の通りに設定する。
	支部
	北信
	東信
	中信
	諏訪
	伊那
	飯田

	目標会員数
	３
	２
	２
	１
	１
	１


目標を達成出来るよう、引き続き県内損保各社との良き信頼関係に基づく　代理店の加入促進を図る。
組織委員会での取り組み方法の共有、取り組み情報等の共有化をさらに進　め、組織委員会だけでなく各支部活動の中に浸透できるようにしていく。
２．代理店賠償責任保険の加入促進
　　代理店賠責の加入状況を確認しつつ、加入率が上がるように未加入会員への働きかけ方法を考え、実行する。
　　仲間づくり推進活動と連動する活動として、代協未加入代理店に対し代理店賠責の案内ができる場を設定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員長　古瀬智恵美

1． 日本代協アカデミーの展開
日本代協アカデミーとは募集制度改革を乗り越え、消費者から選ばれる代理店となるために、２つのチャネルを通じで重点的に鍛える代協独自のインターネットツールである。
前年の全募集人登録完了から今年度は実際に利用していく中で、アカデミーの魅力をPR出来るよう働きかける。具体的な方法としては、県単位でのウェビナーによるアカデミー活用事例方法の紹介、支部単位でアカデミー利用方法に関する講習会などを予定している。また、今求められている募集人教育管理とはどんなものか、改めて日本代協アカデミーが何故必要なのかを教育委員を中心とした会員への情宣活動を引き続き行う。
2． コンサルティングコースセミナー運営
新型コロナウィルス感染症によりセミナーが急遽延期となった。
2021年4月開講分のセミナーも含め感染症対策を行った上で、セミナー運営にあたる。
3． 損害保険トータルプランナーの魅力度向上
損害保険トータルプランナーの消費者からの認知度はまだまだ低い。
社会的信認度向上に向け、何が出来るかの検討を委員会内で行っていく。
総務広報委員長　八木　弘雄
1. ホームページの活用
各委員会や各支部にホームページを活用とした情報発信に努める。
2. メディアの活用
各支部において地元紙を中心に、広報活動を展開する。
「代協の存在」と「代理店は消費者・契約者のリスクコンサルタントである」ことをPRし、『保険を選ぶ前に代理店を選ぶという考え方』を広く社会に浸透させていく。
各支部で各種イベント開催の際には、地元マスコミへの記事掲載につなげ、消費者の認知度を高める。
3. 各媒体の活用
①
日本代協YouTubeチャンネル
②
「みなさまの保険情報」の活用
4.　長野代協シニア会
5.　提携事業者懇談会の企画・実施
6.　組織委員会、各委員会への支援
企画環境委員長　宮澤　弘樹　
１．共通化・標準化の検討
２．募集実態のモニタリングと対応策の実施

３．チャネル間競争力強化策の検討・提示
４．会員代理店におけるＢＣＰ策定支援
　　（目標値：策定済み正会員数３０％以上）

５．事業継続力強化計画認定申請の促進
　　（目標値：認定取得正会員数２０％以上）
ＣＳＲ委員長　桐島　航平

１、全国統一活動
・ぼうさい探検隊募集活動

・子ども１１０番の保険代理店の推進
・無保険車追放運動　
・地震保険普及運動　
・防災・減災の具体的取組の検討推進
・サイバーセキュリティ対策に関する啓発活動の推進
２、ハザードマップの情宣・普及
３、各支部での献血活動・清掃活動・交通安全運動の取り組み　
４、長野県地域見守り活動事業の取り組み

５、組織委員会への支援
事業見直し特別委員長　月岡　信
1. 提携事業者様からの意見、要望を踏まえ、提携事業の実態分析を行い、
　今後の事業の在り方を検討する。
2. 提携事業をより多くの会員の方に認識して頂くとともに、より利用しやすい
　方策を検討する。
3. 会員のお客様向けサービスの検討
（飲食店、修理工場、運転代行等のサービス）
4.総務広報委員会と連携をし、ＨＰを活用した長野代協の認知度向
5.レンタカー事業業者の検討
　（空白地域解消のため）
第４号議案　2021年度収支予算案承認の件
2021年度予算案　  　　　　　　　　　　　　常務理事　片桐　幸弘
　　　　　　　　

　　　2021年度収支予算書（案）　　３５頁参照

第５号議案　本総会の決議の主旨に反しない限りその修正を会長に一任する件

　　　　　　　　　　　　　倫　理　綱　領
　
損害保険代理業は、損害保険事業の発展を通じ、社会の安全を守り、
福祉の向上に貢献する公益性の高い職業である。 

一般社団法人日本損害保険代理業協会の正会員に加盟するすべての損害保険代理店並びにその募集人は、社会が損害保険代理業に課する使命、責任、義務に深い自覚を持ち、社会の信頼にこたえ、その繁栄に資するため、常に研鑽につとめる。 

よって、ここに倫理綱領を定め、その遵守と実践を宣言する。
１．われわれ損害保険代理業者は、損害保険ならびに代理店制度が社会の安定と福祉の向上を図るため、最善の制度であることを確認し、損害保険の普及につとめるとともに、尊い職責を完全に果たし、消費者の信頼を高めるよう努力する。 

２．われわれ損害保険代理業者は、直接消費者に接する者として、常に知性知識の研磨につとめ、資質を向上させ、消費者の需要に的確に対応し、損害保険代理業者としての機能を高度に発揮することを誓う。 

３．われわれ損害保険代理業者は、名誉を重んじ、秩序を守り、公正な募集活
動を推進し、同業者相互間においては、常に友好的関係を保持し、損害保険代理業の地位の向上につとめる。 
４．われわれ損害保険代理業者は、損害保険会社及びその団体と友誼的関係を維持するとともに、英知を結集し、損害保険業の発展に寄与する。 

５．われわれ損害保険代理業者は、損害保険業に対する公共の信頼を維持し、業務の適切性及び健全性を確保するために、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力との関係遮断に向けて断固たる対応を行う。 

2012年（平成24年）3月9日改定 

一般社団法人 日本損害保険代理業協会


募　集　規　範

■ 目　　的

全ての損害保険の募集に従事する者は、消費者の４つの権利（安全を求める権利、知らされる権利、選ぶ権利、意見を述べる権利）を尊重し、以下に定める事項を遵守することによって一般消費者の利益に貢献することを目的とする。

■ 倫理規範

（1） 　社会性・公共性の自覚

　　　　損害保険事業は社会・公共の利益に貢献する使命を持つことを自覚し

　　　　なければならない。　　

（2） 　自己研鑽

　　　　常に自己研鑽に励み、顧客サービスの質を高めるように努力しなけれ

　　　　ばならない。
（3） 　信義・誠実性

　　　　一般消費者に対し、常に公平公正で、信義を守り誠実でなければなら

ない。

（4） 　信用の維持

　　　　常に自らの信用維持に努めなければならない。
反社会的勢力との関係遮断 

反社会的勢力とは、取引関係を含めて一切の関係を持たないようにしなければならない。

■ 行動規範

（１）　商品説明

　　　　商品内容を説明する場合は、重要事項説明書等により、一般消費者が商品内容を理解し、自主的な商品選択ができるよう、契約条項のうち重要な事項は必ず説明する。　

（２）　最適アドバイス

　　　　一般消費者のニーズに対し、適切な商品をアドバイスする。
（３）　アフターサービス・アフターフォロー

　　　　契約後、適切なアフターサービス・アフターフォローを提供する。
（４）　顧客情報の守秘

　　　　損害保険の募集に関し、秘密とすべき顧客情報は守秘する。
（５）　法令の遵守

　　　　保険業法およびその他の法令を遵守する。
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